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単位数

2

40% 60%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

「コート」

ライティング・ワークショップ①

「言葉についての新しい認識」

8

ライティング・ワークショップ②

「自然と人間の関係を通して考える」

ライティング・ワークショップ③

ライティング・ワークショップ④

3学期

4

9

10

1

教科書、教材
国語総合 改訂版 現代文編（大修館書店）、国語総合 [改訂版] 現代文編　学習課題ノート（大修館書店）、ビ

ジュアルカラー国語便覧（大修館書店）、セレクト漢字検定5級-2級 確認と演習（桐原書店）

評価の方法

授業形態 一斉

単元テスト

2文章の書き方を学び、実践する

○8

2

創作活動

文章の書き方を学び、実践する

登場人物の言動や描写から心情を読み取る

新書ブックレポート 新書1冊の要約を元に自分の意見を書く

年間学習計画

1学期

学習内容

1

文章の書き方を学び、実践する 2

時数 タグ

5

6

7

3

11

2学期

12

2

論理展開のパターンを学ぶ 6

ビブリオバトル

「羅生門」

教科名 科目名 対象学年 履修形態

国語 国語総合（現代文） 高校１年 必修

科目の目標

評論、小説の読解によって読解の技術および読解に必要な知識を身につけること。

それによって世界を認識する視点を獲得すること。

また、表現活動によって情報収集から発表までのプロセスを身につけること。

学習内容の概要

評論の読解ではその技術だけでなく重要テーマについての知識も同時に身につける。

小説の読解では文学研究の手法で本文理解だけにとどまらない鑑賞方法を学習する。

定期的に授業冒頭で、漢字もしくは語句の小テストを実施する。

また、月1回程度表現活動を実施、表現および教科書外のテーマについても学習する。

評価の観点

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

各言語活動に積極

的に参加している

か。

目的や場に応じて的

確に聞き取り、自分

の意見をまとめ深め

ることができている

か。

相手や目的に応じた

適切な文章を書くこ

とができているか。

文章を的確に読み

取り、目的に応じて

幅広く読み取ること

ができているか。

読解に必要な知識を

習得することができて

いるか。

「水の東西」 東洋と西洋の差異とその背景について理解する 7

5 14 15

5

○ 7

8 15

探究スキルラーニング・小テスト・提出物等

2

8 ○

情報化社会とメディアについて考える 7

物語に登場するモチーフを手がかりに読解する 5

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力を磨く　学校図書館と連携する

言語と認知について学んだ内容を応用する

6

文章の書き方を学び、実践する

「消費されるスポーツ」

「白」 主要な部分と従属的な部分を読み取る 6

返歌を詠む

15 16

6

7



単位数

2

40% 60%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

演習

「児のそら寝」

問題演習

8

故事成語

問題演習

問題演習

探究スキルラーニング・小テスト・提出物等

「木曽の最期」 様々な人物像を通して、人間の生き方について考えを深める。 8

2漢文法の基本的な事項について理解を深める

漢詩

唐代の詩を繰り返し音読し、漢文独特の口調に習熟する。

漢詩の表現、形式について理解する。

作品の時代背景や作者の境遇について理解する。

7

5

2

漢文に親しみ、漢文の表現に慣れる。

漢文問題の解き方を理解する

古典常識スライド

（「雪のいと高う降りたるを」）

「芥川」 6

自然や人間に対する作者の見方、感じ方、考え方を理解する。

登場人物の性格や心理の動きを読み取る。

和歌の役割、修辞法について理解する。

3

2学期

12

漢詩についての問題の解き方を理解する

3学期

1

2

3 句法・演習

教科名

国語

学習内容の概要

科目の目標

評価の観点

履修形態対象学年科目名

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば

し、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態

度を育てる。

講義・演習・小テスト・単元テストによって、初年度で文法および単語の基本的な知識を定着させる。同時に

図書等を活用し古典常識や作品理解に努め、発表の内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意

図をとらえたりすることで、伝統的な言語文化への興味・関心を広げる。

国語総合（古典） 高校１年 必修

知識・理解・技能

伝統的な言語文化および

言葉の特徴やきまり、漢字

などについて理解し、知識

を身に付けている。

年間学習計画

国語総合 改訂版 古典編（大修館書店）、国語総合［新訂版］古典編 学習課題ノート（大修館書店）、体系古典文法（数研出版）、古典文法ノート 読解演習編（数

研出版）、みるみる覚える古文単語300+30（いいずな書店）、体系漢文（数研出版）、体系 漢文法演習（数研出版）、ビジュアルカラー国語便覧（大修館書店）

習熟度別

関心・意欲・態度

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、

国語を尊重してその向上を

図ろうとする。

話す・聞く能力

目的や場に応じて効果的

に話し的確に聞きとったり

し、自分の考えをまとめ深

めている。

書く能力

相手や目的、意図に応

じ、文章を書き、自分の

考えを明確にし、深め

ている。

読む能力

文章を的確に読み取った

り、目的に応じて幅広く読

んだりして、自分の考えを

深め、発展させている。

教科書・教材等

授業形態

単元テスト評価の方法

10

11

4

5

1学期

6

7

9

「阿蘇の史、盗人にあひてのがるること」

「先従隗始」

タグ

6

古文問題の解き方を理解する

時数

17

漢文法の知識を用いて、漢文を読み解く

9

学習内容

1

4

用言の復習 3

主語を的確にとらえ、内容を理解する。
6

6

○ 5 16

○ 5 14



単位数

2

学期 月 単元 探究

4 5 7

4 12 14

4 7

8

4 5 7

4 7 15

まとめ

近代における社会形成の要素を分析し、どのような

背景、要因があったのかをさまざまな観点から考察す

る。

○

○

一年間の活動の集大成として、世界に起きている諸

課題をさまざまな観点から考察し、未来に向けてどの

ようなアプローチができるのかを考察する。

○

10

8

10

○

教科書・教材等 現代の世界史（山川）、タペストリー（帝国書院）、必修整理ノート（文英堂）、世界史10分間テスト（山川）

評価の方法

科目の目標

①先人たちが築いてきた「起因→目的→手段→結果→影響」のプロセスを学び、現代社会の形成過程を説明できる。

②現代社会が抱える諸課題を、①を活用し、多面的かつ根本的視点から考え、説明できる。

③人生において、①を活用し、自らにとって最適な選択をできるようになる。

学習内容の概要

現代にいたる世界の歴史を学ぶ。主に現代のテーマを中心に扱い、そこにいたるまでの「地域史」を講義す

る。その後、地域を横断する「時代史」を講義して総括する。なお現代史においては、特にグ ローバル化に

よって地域の相互作用が大きいため、「現代史」として地域横断的な授業を行う。

評価の観点

知識・技能 資料活用 思考・判断・表現 主体的な姿勢

用語を適切に理解している

か。２ヶ月に一度の小テストに

て評価する。

資料を適切に読み解き、考察

しているか。レポート・口頭試

問等で評価する。

特定の歴史的事象に関し深く探

究し自分の考えを加え表現してい

るか。成果物で評価する。

授業への主体的な取り組み、

課題・レポート提出等を総合

的に鑑み評価する。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

地理・歴史 世界史A 高校１年 必修

テスト点 60%    平常点 40%

3

3

10

12

1

2

11

9

7

4

授業形態

2

学習内容

6

一斉

年間学習計画

5

1

時数 タグ

冷戦後の世界について、民主主義、技術革新、グ

ローバル化などのさまざまな視点から学び、考察す

る。

世界史を学ぶ意義を理解するとともに、古代から現代

にかけての大まかな歴史の流れを理解する。 10

10

オリエンテーション

現代の諸課題

冷戦後の世界

○

4 7 15

○

W.W.Ⅰ

W.W.Ⅰについて、総力戦となった要因や背景、ま

た、大衆の政治的・経済的・社会的地位の変化につ

いてさまざまな観点から考察する。
10

10W.W.Ⅱ後から冷戦の世界
冷戦の展開やそこに至るまでの背景をグローバル

化、経済発展などの観点から考察する。

W.W.Ⅰ後からW.WⅡの世界

W.W.Ⅱについて、それぞれの国が世界大戦に動いた背景、

また、世界恐慌の波及と、それに対しての各国の対応、第二

次世界大戦の展開について長期化要因を様々な点から考

察する。

10

欧米近代社会の形成

欧米諸国の世界進出

帝国主義の出現が世界に与えた影響を政治的・経

済的・社会的変化から考察する。



単位数

2

60% 30% 10%

学期 月 探究
青年期と自己の形成 ○ 1 7

現代の経済社会と経済活動

のあり方

国際社会の動向と日本

◯ 1 8 11

私たちの生きる社会

ともに生きる社会をめざして

現代の民主政治と民主社会

の倫理

◯ 1 3 8.15

4. 基本的人権の保障

5. 平和主義と日本の安全保障

パーフェクト年表制作

必修

1. 青年期の意義と自己実現・生活の哲学

2. よく生きるということ　　3. 日本の伝統や文化

1. 現代経済のしくみ

2. 経済の発展と国民生活

社会的事象から課題を見出し、意義や

特色、相互の関連を多角的に考察し、

社会の変化を踏まえ公正に判断するこ

とができる。

主体的に取り組む態度
社会的事象に対する関心を高め、意欲

的に追求しながら、社会の一員としての

自覚と責任を考えることができる。

タグ

4

6

6

6

4

5

4

5

8

教科名 科目名

公民 現代社会

教科書・教材等 現代社会 改訂版（山川出版）、現代社会ノート 改訂版（山川出版）、現代社会演習ノート（数研出版）

評価の方法

科目の目標 科学的な探究の精神に基づき、現代社会の仕組みや成り立ちを分析・理解するとともに、社会における人々

の規範を確認し、社会に貢献できる公民として必要な能力と態度を養成する。

学習内容の概要 政治分野・経済分野・国際分野の三つの観点から社会の成り立ちを考え、また人間の生き方あり方を哲学、

宗教的分野から考察していく。

高校１年

クラス一斉

年間学習計画

5

1

2

11

9

単元テスト 成果物・提出物 意欲・態度

6

4

授業形態

7
4. 現代の国際経済

これからの世界経済の課題ディスカッション

単元名・学習内容など

3. 現代の国際政治

3

3

10

12

2

1. 環境　　2. 資源・エネルギー

3. 生命　　4. 情報

現代の諸制度の考察

3. 日本国憲法の成り立ち

6. 現代政治と民主社会

学年・コース

8

4

7

10

4

評価の観点

知識・技能
社会的事象の意義や特色を理解し、知

識を身に付け、社会生活の中で有用に

活用できる能力が育っている。

思考・判断・表現

1

時数
5

Takayuki Ideno



単位数

3

60% 20% 10% 10%

学期 月 単元 探究

8

◯ 7 12

複素数と方程式 複素数 ・剰余の定理、因数定理 ・高次方程式 20

式を多面的にみたり処理したりするとともに、一次

不等式を事象の考察に活用できるようにする。

・式の計算

・実数

・１次不等式

16

２次関数

２次関数とそのグラフについて理解し、２次関数

を用いて数量の関係や変化を表現することの有

用性を認識する。さらに、それらを事象の考察に

活用できるようにする。

・２次関数とグラフ

・２次方程式と２次不等式

24

20

データの分析

統計の基本的な考えを理解し、それを用いてデータを

整理・分析し傾向を把握できるようにする。

・データの代表値

・データの散らばりと四分位範囲

・分散と標準偏差

・データの相関

・表計算ソフトによるデータの分析

17

式と証明

整式の乗法・除法及び分数式の四則計算につい

て理解できるようにするとともに，等式や不等式が

成り立つことを証明できるようにする。

20

図形と計量

2

6

3

3

10

12

1

2

11

9

7

1

4

評価の方法

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容

数と式

教科名 科目名 対象学年 履修形態

数学 数学Ⅰ 高校１年 必修

時数

評価の観点

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能

教科書、教材 数学Ⅰ（数研出版）、チャート式®基礎からの数学Ⅰ+A ︎（数研出版）

三角比の意味やその基本的な性質について理解

し、三角比を用いた計量の考えの有用性を認識

する。さらに、それらを事象の考察に活用できる

ようにする。

・三角比

・三角形への応用

科目の目標

「数と式」「２次関数」「図形と計量」「データの分析」及び「式と証明」について理解し、基礎的な知識の習得

と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、そ

れらを活用する態度を育てる。

学習内容の概要

数を実数まで拡張させ、式や関数について中学までの既習内容をより一般化する。また、新たに三角比を導

入し、三角形の辺の長さの比を用いてさまざまな図形を考察する。さらに、統計処理に関する内容も取り扱

い、データを整理、分析する方法を学ぶ。

命題の必要性、十分性を学ぶことによって、より数学的に考察する方法を習得する。

タグ

テスト 提出物 小テスト 態度

知識・理解

各単元の考え方に関心を

もち、事象の考察に活用

しようとする。

事象を数学的に考察し表

現する、思考の過程を振

り返り多面的・発展的に

考えることができる。

事象を数学的に表現・処

理する仕方や推論の方法

などの技能を身に付け

ている。

各単元における基本的な

概念、原理・法則などを

理解し、知識を身に付け

ている。

5



単位数

2

60% 20% 10% 10%

学期 月 単元 探究

8

科目の目標

「場合の数と確率」「図形の性質」及び「整数の性質」について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を

図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する

態度を育てる。

学習内容の概要

場合の数について、中学校までの既習内容をより一般化して求める方法を学び、複雑な事象の確率も求め

ることができるようにする。

また、新たに図形の性質を学び、それらを複雑な図形の考察に用いる。

さらに、整数に関する性質も学び、活用方法を知る。

タグ

評価の観点

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解

各単元の考え方に関心を

もち、事象の考察に活用

しようとする。

事象を数学的に考察し表

現する、思考の過程を振

り返り多面的・発展的に

考えることができる。

事象を数学的に表現・処

理する仕方や推論の方法

などの技能を身に付け

ている。

各単元における基本的な

概念、原理・法則などを

理解し、知識を身に付け

ている。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

数学 数学A 高校１年 必修

3

3

10

12

態度

20

1

2

11

9

図形の性質

平面図形や空間図形の性質についての理解を深

め，それらを事象の考察に活用できるようにする。

・平面図形

・空間図形

整数の性質

整数の性質についての理解を深め，それを事象

の考察に活用できるようにする。

・約数と倍数

・ユークリッドの互除法

・整数の性質の活用

7

4

2

テスト 提出物 小テスト

6

20

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容

5

1

時数

教科書・教材等 数学A（数研出版）、チャート式®基礎からの数学Ⅰ+A ︎（数研出版）

評価の方法

集合と命題

集合と命題に関する基本的な概念を理解する。ま

た、それらを事象の考察に活用できるようにす

る。

・集合と命題

場合の数と確率

場合の数を求めるときの基本的な考え方や確率

についての理解を深め，それらを事象の考察に

活用できるようにする。

・集合の要素の個数

・確率

18

20



単位数

2

30% 30% 20% 20%

学期 月 単元 探究

ガイダンス

序論　科学と人間生活

○ 8 10

8

○ 8

3

3

10

12

1

2

30

人間生活の中の化学

化学とその役割

6

原子量・分子量・式

量物質量

化学反応式と物質量

9

物質量と化学反応式

酸と塩基の反応

酸化還元反応

7

4

5

11

32

2

酸と塩基の反応

酸と塩基

水の電離と水溶液のpH

中和反応

塩

化学基礎 高校１年

酸化と還元

酸化剤と還元剤

金属の酸化還元反応

酸化還元反応の利用

授業形態

年間学習計画

1

物質の構成

物質の構成粒子

粒子の結合

混合物と純物質

物質とその成分

物質の三態と熱運動

原子とその構造

イオン

周期表

イオン結合とイオンからなる物質

分子と共有結合

分子の極性と分子間に働く力

共有結合の物質

金属結合と金属

学習内容 時数 タグ

観察・実験の技能・表現 知識・理解

3

化学の事物・現象に関

心・探究心をもち、意欲的

に解決する態度を身につ

けようとする。

化学的な事物・現象に問

題を見いだし、事象を科

学的に考え、判断できる。

化学の事象・現象を科学

的に探究する方法を身に

つけ、過程や結果を的確

に表現できる。

化学に関する事物・現象

について、基本的な概念

や原理・法則を理解し、

身につけている。

授業態度単元テスト レポート 成果物

化学基礎は元素記号（最初）が肝心 1

一斉

教科名 科目名 対象学年

教科書・教材等
数研出版　化学基礎

フォローアップ化学基礎

評価の方法

科目の目標

化学の基本的な概念や原理・法則を理解すること。

科学的思考力および好奇心を伸ばし、主体的に自然を探究する能力と態度を高め、目的をもとに課題を科

学的に分析・解決する能力を養うこと。

学習内容の概要

状態変化と化学変化、物質の構成と構造、化学反応式と中和および酸化還元について理解する。

各器具の取り扱いを、実験を通して学び、自らの目的に応じて必要なものが適切に扱えるようにする。

発展的な内容を多く取り入れ、原理・法則が発見された経緯や技術の応用を理解する。

評価の観点

関心・意欲・態度 判断・思考

履修形態

理科 必修



単位数

2

30% 30% 20% 20%

学期 月 単元 探究

8

◯ 8 14

◯ 8 14

3

3

10

12

授業態度

2

単元テスト レポート 成果物

6

移り変わる地球

　堆積岩とその形成

地層と地質構造

地球の歴史の組み立て

先カンブリア時代

顕生代

16

1

2

11

9

自然との共生 　地球環境と人類、災害、防災

宇宙の構成

　太陽系の天体

太陽系の誕生

太陽

太陽と恒星

太陽の誕生と進化

銀河系と宇宙

探究的取り組み 防災について考える

7

4

授業形態 一斉

年間学習計画

学習内容

5

1

時数 タグ

16

4

固体地球とその変動

地球の外観

地球の内部構造

プレートテクトニクス理論

地震波の伝達

火山活動と火成岩の形成

教科書・教材等 啓林館『地学基礎　改訂版』，『センサー地学基礎』

評価の方法

科目の目標
　地学の基本的な概念や原理・法則を理解すること。科学的思考力および好奇心を伸ばし、主体的に自然

を探究する能力と態度を高め、目的をもとに課題を科学的に分析・解決する能力を養うこと。

学習内容の概要

　地球の構造と内部の活動、地球史、大気の循環と気象の変化について理解する。太陽系を中心とした天

体の特徴を理解し、太陽、地球、月といった天体と一般的な恒星、惑星、衛星とに関連づけて理解する。

評価の観点

関心・意欲・態度 判断・思考 観察・実験の技能・表現 知識・理解

地学的な事物・現象に関

心・探究心をもち、意欲的

に解決する態度を身につ

けようとする。

地学的な事物・現象に問

題を見いだし、事象を科

学的に考え、判断できる。

地学の事象・現象を科学

的に探究する方法を身に

つけ、過程や結果を的確

に表現できる。

地学に関する事物・現象

について、基本的な概念

や原理・法則を理解し、

身につけている。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

理科 地学基礎 高校１年 必修

16

大気と海洋

　大気圏

水と気象

太陽放射とエネルギー収支

大気の大循環・海水の循環

日本の気象

16

8
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単位数

2

35% 25% 25% 15%

学期 月 題材 探究

ガイダンス

18 21 23

鑑賞

8

池田家墓所訪問

6

料理人に行使できてもらい、料理の中のアートを発見

し、料理のサスティナブルも学びながら実際に調理

する。

沖さんに説明を聞く。写真を撮る。

池田家墓所・俳句を考える 俳句を考え、フォト５７５コンテストに応募する。

20池田家墓所について資料をもとに研究する。池田墓所研究・発表

2

9

料理とアート

12

1

2

10

11

タグ

○
5

6

7

時数

木材を使った制作

6

20

科目の目標
美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるととも

に、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。

学習内容の概要

表現•造形の基礎となる観察力を深め、形体や空間などの的確な表現力を身につけ更に個性的な表現方法

を学ぶ。生活の中にあるデザインに気づきその重要性を知る。

鑑賞•様々な視点から作品を見る方法を学び、作者の心情を読み解く力を養う。自然と美術との関わり、生活

や社会を心豊かにする美術の働きについて考え、理解を深める。日本の美術の歴史や特質、日本及び諸

外国の美術文化について理解を深める。

評価の観点

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

　主体的に表現や鑑賞の

創造活動に取り組み、そ

の喜びを味わい美術を愛

好していこうとする。

　感性や想像力を働かせ

て感じ取ったことや考えた

ことなどを基に、豊かに発

想し、よさや美しさなどを

考え、心豊かで創造的な

表現の構想をする。

感性や造形感覚などを

働かせ て,表現の技能を

身に付け, 意図に応じ

て表現方法などを 創意

工夫し創造的に表してい 

る。

美術作品や文化遺産など

に親しみ、感性や想像力

を働かせてよさや美しさな

どを感じ取り味わったり、

理解したりする。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

芸術 美術Ⅰ 高校１年 選択

1

2

3

テスト

（鑑賞含む）

授業形態 一斉

年間学習計画

学習内容

教科書、教材 美術Ⅰ（日本文教出版）、スケッッチブック

評価の方法 発想・構想 技能 授業態度

フィールドワークで宇部神社の山を探索し、春に芽吹

く自然や生き物を肌で感じ「木が見ていた記憶」とい

うテーマで本物の木材を使用して製作する。

4

4

パネル製作

大きなパネルを作り、インスタ映えスポットを作る。全

員で大きなテーマを決め、グループに別れて製作し、

それを一つにつなぎ合わせる。

20

3
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単位数

4

40% 60%

学期 月 単元 探究

PRISM READING 1  UNIT1

○ 5 16

○ 7 15

8

○ 11 15

○ 8 15

○ 6 7

○ 8 166

探究スキルラーニング① 英文名言リサーチプレゼン

前置詞、頻度を表す副詞、

複合名詞、意見文について学ぶ

祝賀・祭り、インターネット・テクノロジーについての

長文を読む

探究スキルラーニング② アート鑑賞プレゼン

22

7

3

探究スキルラーニング③ グラフの読み取り

スポーツについての長文を読む

探究スキルラーニング④ アート鑑賞英作文

探究スキルラーニング⑤ 情報の信頼性

探究スキルラーニング⑥ 多読読み聞かせ

13

PRISM READING 1

UNIT7-8

長文演習 8

名詞句、意見文、不定詞について学ぶ

偉業を成した人物、宇宙についての長文を読む
20

PRISM READING 1

UNIT2-3

ガイダンス

名詞、動詞、形容詞について学ぶ

都市・地域についての長文を読む

長文演習

6

1

12

探究スキルラーニングでの成果物(レポート・発表など) 

提出物

全活動における意欲と態度

単元末テスト

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容 時数 タグ

9

7

4

5

3

3

10

12

1

2

11

1

PRISM READING 1

UNIT4-5

2

教科書・教材等
MAIN STREAM 1(増進堂)、New Treasure English Series Stage 3 Second Edition、New Treasure English Series stage 3 文法問題集(以

上、Z会) 、PRISM READING 1(ケンブリッジ大学出版)

評価の方法

8

5

6

5

PRISM READING 1

UNIT6

ビジネス語彙について学ぶ

職業についての長文を読む
12

オンラインスピーキングトレーニング受講　(計10回/〜1月中旬までを予定) 10

12

グラフの表現について学ぶ

天気・気候についての長文を読む

科目の目標

英語を通じて言語や文化に対する理解を深め、オンラインスピーキングを通してコミュニケーションを図ろうと

する意欲・態度の向上、コミュニケーション能力の定着を目指す。２０２０年度新大学入試に向けて思考力を

深め、聞くこと、書くこと、読むこと、話すことなどのコミュニケーション能力の向上を目指す。

学習内容の概要

上記の目標達成のために都市や祭り、インターネット、気候、スポーツ、職業、偉業を成した人物、宇宙に関

する英文読解を行い、探究スキルラーニングを通して学びを深める。必要な英語表現を覚え、適切に書いた

り、話したりできるように演習を行う。

評価の観点

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度

外国語表現の能力

（話すこと・読むこと・書くこと）
外国語理解の能力

言語や文化についての

知識・理解

コミュニケーションに関心を持ち、

積極的な態度で聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことの言語活動

に参加しているか。

様々な話題に関して、情報や考え

など、相手に伝えようとする事柄を

英語で話したり、書いたりして適切

に表現することができるか。

様々な話題に関して、情報や考え

方など、相手に伝えようとする事柄

を的確に理解することができる

か。また、聞き手に伝わるように適

切に音読することができるか。

様々な話題についての学習を通

して、言語やその運用についての

知識を身につけるとともに、その

背景にある文化などを理解してい

るか。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 高校１年 必修



単位数

2

40% 60%

学期 月 単元 探究

8

3

3

10

12

6

2

1

2

11

9

7

履修形態

外国語 英語表現Ⅰ 高校１年 必修

外国語表現の能力 外国語理解の能力

教科書・教材等

教科名 科目名 対象学年

時数

○ 7

科目の目標
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見などを多様な

視点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。

学習内容の概要 必要な英語表現を覚え、適切に書いたり、話したりできるように演習を行う。

タグ

言語や文化についての

知識・理解

コミュニケーションに関心を持

ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図ろう

とする。

外国語で話したり書いたりし

て、情報や考え方などを適切

に伝えている。

外国語を聞いたり、読んだりし

て情報や考えなどを的確に理

解している。

外国語の学習を通して、言語やそ

の運用についての知識を身に付

けているとともに、その背景にある

文化などを理解している。

New Treasure English Series Stage 3 Second Edition、New Treasure English Series stage 3 文法問題集(以上、Z会)

Empower English Expression I Mastery Course （桐原書店）

評価の観点

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 10-12
分詞・分詞構文、仮定法、さまざまな表現（比較・強

調・否定・倒置）
20

探究スキルラーニングでの成果物(レポート・発表など) 

提出物

全活動における意欲と態度

単元末テスト

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 1-4

完了形、助動詞、不定詞、使役・知覚動詞

探究スキルラーニング② アート鑑賞プレゼン

評価の方法

4

授業形態 習熟度別

年間学習計画

学習内容

5

1

15

24

2

NEW TREASURE Stage 3

Lesson 5-9
受動態、副詞節、関係代名詞、関係副詞、名詞節 34



単位数

2

60% 40%

学期 月 単元 探究

・食生活の安全と衛生

8

第８章　経済生活を営む

第９章　生活を設計する

第１章　自分らしい人生をつくる

家庭基礎のまとめ 〇

教科書・教材等
家庭基礎（東京書籍）

評価の方法

科目の目標

人の一生と家族・家庭及び福祉・衣食住・消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、

家族や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育て

る。

学習内容の概要

第１章　自分らしい人生をつくる　　　　第６章　衣生活をつくる

第２章　子どもと共に育る　　　　　　　　第７章　住生活をつくる

第３章  高齢社会を生きる　　　　　　　第８章　経済生活を営む

第４章　共に生き、共に支える         第９章　生活の設計する

第５章　食生活をつくる

評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

家庭や家庭生活について関心を持ち、

意欲的に授業に参加しているか。家庭

生活向上のために意欲的に取り組む姿

勢があるか。学んだことを活かそうとす

る実践的な態度を身につけたか。

家族や家族生活に関心を持ち、意欲的

に授業に参加しているか。家庭生活向

上のために意欲的に取り組む姿勢があ

るか。学んだことを生かそうとする実践

的な態度を身につけたか。

食事づくりや衣生活、住生活の管理に

必要な基本技術を身につけているか。

生活上の工夫や自分の考えを的確に

表現することができるか。

家庭生活の意義や役割を理解したか。

高齢者や子供に対する正しい理解を持

つことができたか。衣食住や消費生活

などに対する基本的な致死区を身につ

けているか。

教科名 科目名 対象学年 履修形態

家庭 家庭基礎 高校１年 必修

4

授業形態 一斉

年間学習計画

学習内容

1

時数 タグ

5

第１章　自分らしい人生をつくる

16

1

2

・ホームプロジェクト

11

9

3

3

10

12

・被服の役割を考える

・被服を入手、管理する

・これからの衣生活（手縫い、ミシン縫いの実習）

・子どもの育つ能力を知る

・親として共に育つ

・これからの保育環境

・私たちの生活と福祉

・社会保障の考え方

・国民、国際経済と家庭の経済生活

・現代の消費社会　・生涯を見通す

・青年期の課題と人生をつくる

授業態度・実技 単元テスト

・家族、家庭生活を見つめる

・これからの家庭生活と社会
4

2

・食生活について考える

・食事の栄養、食品

・生涯の健康を見通した食事計画

・調理の基礎

・住生活について考える

・住生活の計画と選択

・これからの住生活

・高齢期を理解する

・高齢者の心身の特徴

6

7

6

6

第５章　食生活をつくる

第７章　衣生活をつくる

第３章　高齢社会を生きる

第６章　衣生活をつくる

第２章　子どもと共に育つ

第４章　共に生き、共に支える

8

6

12

8

4

Takayuki Ideno
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単位数

3

学期 月 単元 探究

オリエンテーション

アイデアキャンプ

アイデア提案について

人口減少問題について

テクノロジー活用について

テクノロジー活用について

課題設定・アイデア設定

プログラミングキャンプ

8 プロトタイプ設計

中有館発表

プロトタイプ作成

プロトタイプ作成

テスト

中間発表

プロトタイプ修正・テスト

プロトタイプ修正・テスト

プロトタイプ修正・テスト

発表準備

発表準備

発表準備

青開学会

価値観ワークショップ

課題研究ワークショップ

6

7

4

人口減少問題の関するオンライン講演

解決アイデアの具体作成のための計画

3

3

10

12

校内中間発表

プロトタイプの効果検証

青開学会用発表資料の作成

探究成果発表会

アイデンティティ＆ビジョンワークショップ

1

2

課題研究のテーマ設定について

11

2

成果物

科目の目標

9

授業形態 一斉

教科名 科目名 対象学年 履修形態

情報 探究基礎Ⅳ 高校１年 必修

発表

デザイン思考の活用について

アイデア発想についてのワークショップ

学習内容の概要

デザイン思考を使って創造的に課題解決を行います。今後世界においても大きな課題となりうる人口減少問

題について，課題先進とも言える鳥取において人口減少問題の課題解決を行います。これまで以上にデー

タ活用に重点を置き，根拠付けのためでなく，課題解決の方法にデータを活用することも考えてみましょう。

AIやビッグデータにも触れながら，みなさんがこれから生きる未来の課題解決について考えます。

タグ

7

6

評価の観点

・デザイン思考を活用できたか。

・チームで協力して課題解決できたか。

・データに基づいた根拠ある課題設定や，データに基づいたテスト（検証）ができたか。

・世界の課題と地域の課題を関連付けた課題設定ができたか。

・先進的・革新的な解決策をプロトタイプとして形にできたか。

・解決策の提案に対して共感を得ることができたか。・設定した課題は解決されたか。

教科書・教材等 学びの技，鳥取県100の指標

評価の方法

アイデアの表現ワークショップ

年間学習計画

学習内容

5

1

時数

画像認識技術に関するオンライン講演

ブロックチェーン技術に関するオンライン講演

課題設定，解決アイデアの設定

プログラミングを活用したデバイスの作成

未来に生じる社会課題を，テクノロジーを活用して解決する資質を身に付ける。

7

7

5

5

6

8

◯

7

5

8

7

7

4

7

プロトタイプの効果検証

プロトタイプの効果検証

青開学会用発表資料の作成

青開学会用発表資料の作成

6

3

6

6

6

5

3

7

解決アイデアの具体作成

校内中間発表

解決アイデアの具体作成

プロトタイプのテスト


